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Ⅱ　公共事業評価経過                                                       

（１）事業実績及び今後の計画

R1 R2 R3 R4 R5
  　  A=428ha    　 A=408ha

 　   A=2ha   　  A=2ha

　　　1か所 　　附帯工1式

4棟 2棟

  　　   2基 1基

1基 1基

1か所

12台 2台

（２）進捗状況

1,645 823 724 99
事 業 費 3,290 百万円 負 担 割 合

Ⅰ　基本事項（基準日時点）

事 業 種 別 道営土地改良事業費（草地畜産基盤整備事業（草地整備型（公共牧場整備事業））） 地区名 ふらの 市町村名
富良野市・上富良野町・中
富良野町・南富良野町・占

冠村

市町村 22.0% その他 3.0%50.0% 25.0%

（百万円）

受益戸数　22戸　→　21戸 前回評価

○牧場用機械施設整備　　14台

22

110

1,253○家畜保護施設整備　　　6棟

○測量設計費

301

25

○施設用地造成整備　　　1か所 88 235

713

205

○関連草地造成改良　　　2ha　→　4ha

○家畜排せつ物処理施設整備　2基

○衛生管理施設整備　　　1か所

244

58

153

事業目的・目標

（様式3）

令和３年度（2021年度）公共事業再評価調書 基準年月日 令和３年８月１日

調 書 番 号 06-16 所 管 部 農政部
作成責任者 農政部農村振興局農地整備課草地整備担当課長　田村　浩一

担当係 草地整備係（内）27-579

事 業 概 要

　本地域は上川管内の南部に位置し、１市３町１村の農家を対象とした公共
牧場として運営されている。当地域の酪農経営を支援する公共牧場におい
て、通年での預託受入施設を整備し、酪農経営体の労働の分業化を推進し、
労働負担の軽減及び酪農経営の改善を図る。さらに、公共牧場内の草地の整
備と周辺農家が所有する草地の整備改良を一体的に整備し、良質飼料の生産
と作業性の向上を図り、自給飼料の生産性の向上、生乳生産の安定を図り酪
農経営の継続的な安定を目指す。

工 事 費 内 訳

受益面積　862ha　→　840ha （百万円）

今回評価

○草地整備改良　　　　　816ha　→　836ha 675 743

○飼料調製貯蔵施設整備　3基 118

総合計画での
位置付け

施策名 農業農村整備の推進 総合計画：大項目 経済・産業

総合計画：中項目 農林水産業の持続的な成長 総合計画：小項目 潜在力のフル発揮で地域の経済・社会を支える農業・農村づくり

施策目標

　地域の個性や創造力を活かした農業・農村の持続
的発展に向けて「いのちの源「食」の生産をささえ
る」「多様な担い手と地域をささえる」「豊かな農
村環境をささえる」の3つを整備の基本方針とし、
地域の実情に即した生産基盤等の計画的な整備を進
める。

関連する指標
食料自給率（カロリーベース）
令和7年度（2025年度）　目標値：258％

計 2,199 3,290

262 281

進捗率(b)/(a)道負担額 当該年度事業費 累計事業費(b)

（単位：百万円）

549
経
過
年
数

事

業

費

総事業費(a)

2,199
事前評価
又は当初

H31 H31

2

着手 評価年度 完了予定事業採択

前回評価

H35

(2019) (2019) (2023)

２．事業検討の手続
（住民ﾆｰｽﾞの把握等）

●　H27年（2015年）　2月　ふらの沿線地域畜産クラスター協議会発足
●　H28年（2016年）　6月　関係市町村から個別聞き取り実施
●　H29年（2017年） 11月　振興局から事業説明、個別聞き取り実施
●　H31年（2019年）　3月　土地改良法に基づく事業申請及び土地改良法によらない事業施行申請

3,290 823 622 1,833 56%
(2019) (2019) (2021) (2023)

今回評価
H31 H31 R3 R5

変更理由・内容
（１）草地整備改良・関連草地造成改良の追加要望があったことによる事業量、事業費の増。（２）施設用地造成整備について、土工量の増に伴う
事業費の増。（３）家畜保護施設整備、飼料調製貯蔵施設整備、家畜排せつ物処理施設、衛生管理施設整備について基礎杭が必要となったことによ
る事業費の増。（４）積算基準の改定、資材・労務単価の上昇による事業費の増。

Ⅲ　事業採択前の状況

１．事業採択に至る
　経過と背景

●当地域の酪農は、家族経営が主体であり、担い手の高齢化等による労働力不足、配合飼料価格の高止まりなどによる生産コストの上昇な
ど、酪農経営を取り巻く環境は厳しさを増している。
●こうした中、労働力の軽減や経営の安定に向けて、ほ育・育成に係る飼養管理を通年で公共牧場に委託できるよう、関係市町村から公共牧
場施設（家畜保護施設、飼料調整貯蔵施設、家畜排せつ物処理施設、牧場用機械施設）の総合的な整備の要望が出されている。
●併せて、長年の営農作業により起伏が生じ生産性が低下している草地について、受益者から大型機械による作業の効率化に向けた起伏修正
の要望が出されている。

事

業

経

過

事業費（百万円） 事 業 内 容

0% 58

A=4ha 27% 22

施設用地造成整備 1か所 83% 235

関連草地造成改良

家畜保護施設整備 6棟 46% 1,253

飼料調製貯蔵施設整備 3基 83% 301

衛生管理施設整備 1か所

牧場用機械施設整備 14台 85% 153

測量設計費 調査・設計 81% 281

１．進捗状況

施工（工種）区分 工 事 内 容 進捗状況 事業費（百万円）

草地整備改良 A=836ha 49% 743

３．事業効果を及ぼす
　地域・対象

●　富良野市・上富良野町・中富良野町・南富良野町・占冠村
　　受益面積　862ha　　受益戸数　22戸

４．関連する事業

事 業 名 事 業 主 体 事 業 期 間

家畜排せつ物処理施設整備 2基 34% 244

Ⅳ　事業の実施状況

【アウトカム】　等
●事業を実施することにより、公共牧場利用農
家１戸当たりの家畜飼養に係る年平均労働時間
が、現況4,341時間から事業完了後2,038時間
と2,303時間、受益者１戸当たりの草地管理に
係る年平均労働時間が、現況654時間から事業
完了後565時間と89時間、それぞれ削減され
る。

●公共牧場の機能を強化し、酪農経営における
ほ育・育成に係る分業化を推進することによ
り、利用農家の労働時間の節減や増頭計画を支
援することで経営の改善を図る。
●併せて、農家が所有する草地を整備改良する
ことにより、生産性や作業効率の向上を図る。

草地整備改良及び家畜保護施設等について概ね半分程度整備が完了し、今後の実施にあたっては、特に大きな支障となるものはない。

a
ａ：概ね予定どおり実施している。
ｂ：事業計画・期間等を変更し実施する。
ｃ：問題が生じ、実施に支障をきたしている。



（１）環境上の配慮及び課題

（２）事業推進に対する住民の動向

（３）その他の課題

補足資料
Ⅶ　事業計画変更　                                                  

再評価

２．事業効果

経済効果の内訳（百万円） 費用の内訳（百万円） Ｂ／Ｃ 備 考

項 目 R3現在

前回算定年度　　：H29年度（2017年度）【事前評価】
前回算定時B/C　：1.08
変更理由　　　　：
　・事業費の増額に伴う費用の増加（Ⅱ公共事業評価経過の変更理由・内容を参照）
　・諸係数単価の改訂に伴う便益算定方法の見直しによる効果の増加

牧場用機械施設整備 453

家畜排せつ物処理施設整備 393

衛生管理施設整備 64

合計（Ｂ） 5,215 合計（Ｃ） 3,849 1.35

２．事業を推進する
　上での課題

●低振動・排出ガス対策型の建設機械を使用。

●事業着手以降毎年、道営草地畜産基盤整備事業ふらの地区連絡会議を通じて整備促進の要望が行われている。

●特になし

３．事業達成の
　見込み

現状では事業進捗に大きな支障となるものはなく、事業は順調に進捗していく見込みである。

a
ａ：現時点では事業の進捗に影響する課題はなく、達成が見込まれる。

ｂ：課題はあるものの達成は可能である。

ｃ：大きな課題があり達成には相当の困難が予想される。

Ⅴ　評　　価

１．必要性

●本事業は、牧場利用農家の労働時間の節減や増頭計画を支援し酪農経営の改善を図るためのもの。
●事業の必要性に変化はなく、着実に事業の推進を図る必要がある。

a
　ａ：事業の必要性に変化はなく予定どおり事業を推進する。　　　ｂ：着工後の状況変化により事業計画の変更が必要である。

　ｃ：着工後の状況変化により事業推進の是非を判断する必要がある。

３．コスト縮減
　などの取組

取 組 の 項 目 取 組 内 容 縮減額（百万円）

施工の最適化 現地で発生したすき取り土を法覆基材として有効活用。 50

左記以外の変更

無 有

Ⅵ　備　　考

１．評価履歴

事前評価：　平成29年度（2017年度）評価　　評価結果：　要望を行うことは妥当　　B/C=1.08
再評価　：　該当なし

●整備地区が広域であることから、発注形態を検討するなどコストの管理に十分留意すること。

４．対処方針

事業の必要性に変化はなく、地元からの早期完成要望も受けているため、令和5年度（2023年度）の完成を目指して事業を継続する。

a ａ：継続　　ｂ：終了　　ｃ：休止　　ｄ：中止

事業期間変更の有無 無 事業費変更の有無 有 事業内容変更の有無
目的・規模等に係る変更

２．その他の取組
　事項

（単位：百万円）

事

業

経

過

事業採択 着手 変更年度 完了予定

経

過

年

数

事

業

費

H35
2,199 549

総事業費(a) 道負担額 当該年度事業費 累計事業費(b) 進捗率(b)/(a)

(2019) (2019) (2023)

変更①
H31 H31 H31 H35

事前評価
又は当初

H31 H31

2,300 575
(2019) (2019) (2019) (2023)

1,833 56%
(2021) (2023)

変更② 1回目
R3 R5

変更③

3,290 823 622

変更④

変更⑤

変更⑥

変更⑦

変更⑨

変更理由・内容

変更①：草地整備改良・関連草地造成改良の追加要望があったことによる事業量、事業費の増。
変更②：施設用地造成整備について、詳細設計の結果、当初想定より土工量が増加したことに伴う事業費の増。
　　　　家畜保護施設整備、飼料調製貯蔵施設整備、家畜排せつ物処理施設、衛生管理施設整備について基礎杭が必要となったことによる
　　　　事業費の増。
　　　　積算基準の改定、資材・労務単価の上昇による事業費の増。

2変更⑩

関連草地造成改良

施設用地造成整備

家畜保護施設整備

営農経費節減効果

維持管理費節減効果

畜産環境改善効果

変更⑧

国産農産物安定供給効果 飼料調製貯蔵施設整備

22

234

1,423

381

592

△ 119

928

1,205

R3現在 ・「草地開発整備事業の費
用対効果分析マニュアル」
（農林水産省H21）及び
「新たな土地改良の効果算
定マニュアル」（農林水産
省H30改正）に基づき算
出。
・経済効果の合計と費用の
合計は、「工期＋40年」の
累計で算出しR2年度に現在
価値化している。
・費用の合計は現在価値化
しているため事業費と異な
る。
・維持管理費節減効果は、
現施設の維持管理費に対し
て、再整備した場合の維持
管理費の増減及び事業を実
施せず現施設がなくなった
場合の維持管理費の増減の
合計により、マイナスとな
る。
・算定年度はR2年度
（2020年度）

畜産物等生産効果 2,609 草地整備改良 879

項 目 R3現在



事　業　概　要　図　

事 業 名 地 区 名
道営土地改良事業費（草地畜産基盤整備事業

（草地整備型（公共牧場整備事業）））
ふらの地区 採択年度

H31

（2019）

上富良野町

中富良野町

南富良野町

占冠村

富良野市

富良野市・上富良野町・

中富良野町・南富良野町

・占冠村

家畜保護施設

衛生管理施設

家畜排せつ物処理施設

平  面  図 S = 1 / 1 0 0

飼料調製庫

敷料収容

1 10 20 21

8

乾草ロール収容

OSD-1
W=3,500 H=3,400

OSD-1
W=3,500 H=3,400

Y2

Y1

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

8,600

13
,5
00

8,6008,6008,600

47,450

7,050 6,00034,400

柱型内々 有効5,450

有
効
13

,5
00

1,
50

0 22
5

22
5

13
,9
50

壁内々 有効6,400

225 225

47,900

8,600

13
,5
00

8,6008,6008,600

47,450

7,050 6,00034,400

柱型内々 有効5,450

有
効
13

,5
00

1,
50

0 22
5

22
5

13
,9
50

壁内々 有効6,400

225 225

47,900

飼料調製貯蔵施設

家畜排せつ物処理施設

飼料調製貯蔵施設

衛生管理施設

家畜保護施設

位 置 図

凡例
　　　　　 地区界
　　　　　 草地整備改良施工区域

牧場施設配置図

牧場位置
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